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　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実地調査、
利用者アンケート、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理業務の課題ごとに、指定管理者による自己評価及び市による評価結
果を取りまとめました。
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　今治市南宝来町一丁目9番地8　外5箇所

指定管理者

社会福祉法人　今治市社会福祉協議会

平成30年度　今治市福祉センター指定管理者評価総括表

市が目的としている福祉サービスの
公平な提供、また、地域住民の福祉
の拠点であることを十分に理解し、
福祉の増進に努めるのは勿論のこ
と、相談事業の充実又、地域団体と
の連携や、細かなニーズに対応出来
る職員の育成をする等し、地域住民
の皆様から信頼され愛される運営に
努めている。
福祉センターを管理運営していく上
で基本となる市条例、規則、仕様書
等は閲覧できるようにしている。ま
た、職員に対しては、関係法令、仕
様書等を十分理解した上で、公平な
サービスの提供と利用者が快適に施
設を利用できるよう、地域福祉の拠
点として、適正な運営管理を行うよ
うに指導徹底している。

指定管理者自己評価 市による評価

　今治市福祉センター（6施設）

　地域福祉の拠点となる福祉セン
ターの設置目的を十分理解された上
で、そのための条例や規則、仕様
書、個人情報の保護など指定管理業
務に必要な知識を、職員研修等を通
して全職員に周知徹底している。
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利用状況 B B

事業収支 A B

管理運営体制 A B

福祉センター祭り等の開催により、
福祉に関する活動や事業のアピール
に貢献出来たと考えます。総合福祉
センターを利用される方の利便性の
向上や、PRについて十分に取り組み
を進め稼働率の向上に努めて、今後
も利用者の立場に立った取組を進め
たい。
どの施設とも利用者アンケートで
は、高い満足度が得られ、業務の履
行が適切であった。
また、福祉センターでは、センター
祭りなどのイベントを開催し、地域
住民に施設のＰＲをしている。
今後も利用者の立場に立った取り組
みを進め利用者がご利用しやすい福
祉センター運営に努めるとともに、
より一層の向上を目指したい。

経理事務については、特に注意を払
い適切な運営に心がけている。
経理は会計責任者並びに会計担当者
を定め、伝票や証憑書類について適
切に作成、管理している。特に通帳
と印鑑管理については、それぞれ取
扱責任者を定めることで適切な処置
が行われている。
水道光熱費の支出の上昇がみられる
ため、職員の省エネに対する意識向
上を徹底し、必要無い場所の電気を
切る等し、経費節減に努めた。
消耗品についても、軽微なものは裏
紙を使用する、無駄なコピーを控え
る等、経費節減に努めている。

　地域住民のニーズを考慮した特色
ある自主事業の実施や、地域団体と
の連携によるイベントを定期的に開
催しているが、昨年度と比較し利用
者は減少している。
　今後も、利用者の利便性の向上に
努めるとともに、幅広い年代を対象
とした新たな事業やイベントを通し
て、施設の認知度の向上に繋げ、利
用者数の増加を図っていただきた
い。

　関係帳簿等は適正に作成、管理さ
れており、経理担当者の選任、通
帳・印鑑の管理も適切である。
　多くの施設で老朽化が進み、修繕
箇所が年々増加傾向にある中、適正
な予算執行を行っている。
　但し、福祉センター以外（デイ
サービス、訪問介護等）の共益費に
係る負担金については、今一度、経
費の按分根拠及び負担金対象経費の
見直しを図り、各センター間での取
扱いを統一した上で、適正な経理処
理を行うよう努められたい。

毎月定例で管理職会（支部長以上が
参加）を開催し、各施設の業務内容
や事故・困難事例等の報告を行い情
報の共有を図ることにより、利用者
に対しより良いサービスが提供でき
るよう検討会を行っている。
組織内研修については、新人研修や
内部研修を通じて利用者への接遇、
個人情報保護等の研修を実施し、職
員の資質向上を図っている。また、
緊急時に対応できるよう介護職員は
もとより、地域事業職員にもAED講
習（救命救急講習）の受講を実施し
ている。
その他、火災や災害の発生に備え、
本会職員・休日等の管理を委託して
いるシルバー人材センターの職員・
利用者を対象に防火訓練・避難訓練
（年２回）を定期的に実施してい
る。また、今年度は災害ボランティ
アセンターの拠点施設として、例年
行っている災害発生時の研修を生か
した活動が行えた。

　職員及び有資格者は計画通り配置
されており、法人における障がい者
の法定雇用率も基準を満たしてい
る。
　また、職員の資質向上のための研
修、災害時の避難訓練、職員間の
ミーティングなど定期的に実施され
ている。
　今後も、研修等を通じ、職員の資
質向上に努め、利用者が気持ちよく
来館し、安全に施設が利用できるよ
う努めていただきたい。
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管理運営業務 A B

利用業務 B B

管理業務については、業務基準表に
定められた基準を満たし適切に実施
した。実施にあたっては、職員で対
応できる内容と、専門的な業者に委
託する内容を明確にし、創意工夫を
することで、コストの削減並びに効
率化を図った。
廃棄物処理業務については、職員が
直接クリーンセンターに持ち込むな
どし、経費節減に努めた。
なお、業務基準表に定められた基準
以外にも植栽の剪定や草刈り、草引
き等は随時職員が実施している。
協議連絡業務は、市の指示に迅速か
つ誠実な対応に努めている。
日常点検は、職員が毎日施設内を巡
回し、事故、犯罪の防止に努めてい
る。

　仕様書で定められた基準はすべて
の施設で満たしている。
　植栽管理や清掃業務の一部を職員
が対応するなど、日常的に施設の管
理費用の抑制及び美観維持に努めて
いる。
　引き続き、利用者が快適に利用で
きるよう施設や設備の管理を適切に
行っていただきたい。

　利用申請・許可手続きは基準に
沿って行われている。
　宣伝広報としては、社協広報「こ
ころ」やホームページ、支部だより
を活用するとともに、各イベントに
おけるチラシ作成など、事業やイベ
ントを広く周知するよう努めてい
る。
　また、地域団体や近隣住民等との
交流や、職場体験、実習、施設見学
等の受け入れにより、施設及び法人
の役割や存在意義の周知を図ってい
る。
　今後も効果的なPRに努めていただ
くと共に、当該年度の利用者の目標
数値から実績に至った経緯を検証し
た上で、次年度以降の利用促進に努
めるようお願いしたい。

利用者がセンターを快適に利用する事
が出来るよう、職員研修等を通じ、丁
寧な対応を目指している。
本会の情報誌「こころ」(年間4回発
行)及び各支部発行の社協だより（年
間5回～6回発行）、イベントチラシ、
ホームページ、ブログ等においてセン
ター事業や自主事業を紹介することに
より、福祉の拠点である福祉センター
についてPRすることができた。
毎年、利用者に対し、より良いサービ
スが提供できるようアンケートを実施
し、利用者ニーズの改善点等を分析
し、利用促進に努めたい。
各施設とも職場体験学習や、実習生等
の受け入れを行い、福祉の拠点として
の責務を果たしている。
今後も利用者の立場に立った取り組み
を進め、将来に向けより一層の向上を
目指したい。
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その他業務 A B

修繕業務 A A

備品管理業務 B B

　施設の老朽化により、修繕が必要
な箇所が年々増加しており、今後、
大規模な修繕（工事）を考えていか
なくてはならない。
　今年度、中長期的な視点で、優先
順位をつけた修繕（工事）計画を策
定し、計画的に修繕及び工事を実施
しているが、同時に、早急な対応が
必要な事態も生じている。
　今後も利用者の利便性や安全を考
慮した上で、市と協議をしながら、
必要な修繕を実施するとともに、職
員の日常的な点検により修繕が必要
な箇所の早期発見に努めていただき
たい。

各施設・設備とも経年劣化に伴い修
繕箇所が増加することが考えられる
ため、事前に不良箇所を把握し、状
況を見極めながら業務に支障がない
よう、市と協議の上計画的な修繕を
行いたい。
少しでも利用者に危険が及ぶ可能性
が考えられる場合や、会館利用に影
響が出ると考えられる場合（応急的
な修繕等）も、市と協議を行い、迅
速に対応した。
施設は経年による修繕箇所が増えて
きたことから、優先順位を考えた修
繕計画を行っている。今後も利用者
の立場に立った取り組みを進め利用
者がより快適に利用できるよう修繕
業務にあたりたい。

　事故対応マニュアル等は随時見直
されており、避難訓練においては
様々な状況を想定し実施されてい
る。また、利用者や地域住民、関係
機関とも連携した訓練を実施してい
る施設もある。
　今後もより実践的な訓練を行うこ
とにより、緊急時の体制を整えてい
ただきたい。
　駐車場については、混雑が予想さ
れるイベント時において、臨時駐車
場を準備し、また、職員を配置し利
用者の誘導に充てている。
　省エネ及び個人情報の取り扱いに
ついては、法人全体で意識向上に取
り組んでおり、今後も研修やミー
ティングの際に職員への徹底を図っ
ていただきたい。

　必要な備品については、経年によ
る買い替えの必要性が生じる可能性
があるため、引き続き、計画的な購
入について、市と協議するようお願
いしたい。
　併せて、センター内の市所有の備
品、また、社会福祉協議会所有の備
品を確認の上、備品台帳の正確な管
理をお願いしたい。

館内設置設備や、老朽により破損し
た備品は市と協議の上、必要最低限
の購入とした。
利用者のニーズに基づいて適切に整
備された備品管理により、利用者の
ニーズに対応できるよう、より一層
の管理業務に励みたい。

事故対応マニュアルについては、同施設
内で実施している他の事業と共通のマ
ニュアルを整備し、施設内の各部署の職
員と連携をとりながら、迅速な対応が出
来るような体制をとっている。災害発生
時の対応についても、消防計画等に基づ
き、施設内職員が参加して定期的な避
難・防災訓練を行っている。
駐車場での事故を未然に防ぐため、会館
利用人数が100名を超える場合は、駐車
場係り2名以上出す事を求める等し事故
防止策を実施している。
省エネ対策については、地球温暖化防
止・夏季電力不足への対応として、不要
な電気を消す、職員はエレベーターの使
用を控える等省エネ活動を継続して実践
している。
喫煙対策については、全施設とも館内全
面禁煙を実施している。また、月末日に
は敷地内から灰皿を撤去し、利用者にも
協力をいただいた。
個人情報保護については、法人及び個々
の事業所に於いて研修会を実施し、個人
情報保護マニュアルとプライバシー・ポ
リシーについて徹底するとともに、情報
の取り扱いについては万全の対応を行っ
ている。個人情報保護に関する職員の個
別の誓約書を徴収している。
開館日及び利用時間については、事業計
画書のとおり適切に実施した。また、
開・閉館日については、利用者の要望に
応えて、市とも協議のうえ柔軟に対応し
た。
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行政財産の目
的外使用許可

手続業務
A B

自主事業 A A

　適切に手続きが行われている。
　現在、許可している案件につい
て、今後、許可すべきものかどうか
について、改めて検討し、利用者の
ニーズから、新たな目的外使用許可
の検討を行っていただきたい。

　ボランティアの育成や活動支援、
小中学生や高校生を対象とした福祉
教育推進事業、職場体験の受け入れ
等、社会福祉法人としての特徴を活
かした様々な事業を実施しており、
地域住民の福祉に対する理解を深め
るとともに福祉に対する意識の醸成
を図っている。
　また、福祉センターまつりや社協
まつり等を実施することにより、児
童・高齢者・障がい者等地域住民の
交流の機会をつくるとともに、施設
及び法人の役割や存在意義の周知、
利用者団体や各種事業の紹介を行っ
ている。

　地域住民のニーズから、新たな自
主事業を開始した支部もあり、各支
部ごとに地域の特性を活かした新た
な事業の模索を常に行っており、今
後の自主事業の拡大に期待が持て
る。

　今後も、社会福祉法人として地域
福祉に寄与する事業を継続すると共
に、地域に応じた、新たな試みにつ
いても引き続き検討していただきた
い。

社協が行う地域福祉活動や在宅福祉サー
ビスを継続して実施した。センターに勤
務する福祉・介護の人材を地域内の福祉
向上のために有効に活用した。
各福祉センターでは、福祉センターまつ
り等のイベントを開催し、施設、各種事
業の紹介や利用者団体の活動を広く市民
にＰＲを行っている。
センターに勤務する福祉・介護の職員を
地域内の福祉向上のために有効に活用し
た。年間を通じて住民主体の福祉のまち
づくりの研修会を行い、地域福祉の推
進、地域福祉の理解の拡充につながっ
た。
ボランティアに関しては、福祉センター
の施設・設備を有効に活用し、各種のボ
ランティア養成講座・入門講座を年間を
通じ定期的に開講して多くの市民が受講
している。また、多くの受講者は新たな
ボランティア活動の担い手となってい
る。今年度は災害ボランティアセンター
を立ち上げ、多くのボランティアを受け
入れ、災害支援活動を実施した。
島嶼部では、施設見学を通じ、福祉教育
を実施し、福祉施設の役割理解に貢献し
た。
また、少子化対策として、未就園児、親
子を対象とした「子育てサロン事業」
を、開催し、交流と情報交換の場を提供
することで、子育てへの支援を行うこと
ができた。
今後も、福祉センターを活用した自主事
業を展開し、地域住民の福祉の拠点とな
るよう努力していきたい。

計画に基づき、必要な申請を行い、
許可条件を遵守し、適切に業務を
行った。また、収入金も経理規程に
基づき適切な管理を行い、施設の維
持管理経費に充当を行った。
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地域団体との
連携

A A

利用者
アンケート

B B

事故・苦情 B B

大きな事故、苦情等は無く適切な運
営が行われた。
利用者からの意見や苦情を聞くため
に、全施設に意見箱を設置してい
る。
事故等があった場合には、迅速かつ
適切に対処できるよう、スタッフの
意識統一を図っている。
今後も、定期的に施設内を巡回する
等、引き続き事故の未然防止に努め
ると共に苦情についても迅速かつ真
摯な姿勢でニーズに応え、より一層
の向上を目指したい。

　大きな事故や苦情は無かった。
　設備の不具合については日常点検
により早期発見に努め、軽微な事故
や悪戯等については、利用者への注
意喚起、職員の見回り等により未然
防止に努めていただきたい。

　施設管理、職員に対する評価は概
ね良好であった。例年どおり、どの
施設も駐車場に対する要望が見られ
るが、引き続き状況に応じた柔軟な
対応をしていただきたい。
　今後も利用者の立場に立った対応
を心がけるとともに、アンケートの
実施方法、内容、実施回数を検討
し、利用者の意見や要望を出しやす
い環境を整えていただきたい。

利用者アンケートを実施した。どの
施設とも、結果については比較的良
い結果となったが、利用者の意見や
改善して欲しい点がいくつか見られ
た、担当職員に周知するとともに、
十分検討を行い、改善できるものに
ついては、対応を行った。
アンケート実施後も、引き続き利用
者の声に耳を傾け、住民から愛され
信頼される運営に努めたい。
今後も市と協議の上、アンケートの
実施方法、設問内容を検討し、的確
なアンケート結果が得られるよう改
善し利用者サービスのより一層の向
上に努めたい。

　自治会や民生児童委員協議会、ボ
ランティア団体、小中学校等多くの
団体と交流し、情報を共有するとと
もに様々な事業やイベントを実施し
ており、地域福祉の拠点としての役
割を果たしている。

　今後も地域住民の福祉への理解が
深まり、地域福祉に対する意識の向
上が図れるよう、多くの地域団体と
連携を深め、活動を展開していただ
きたい。

地域福祉の拠点として、地域福祉活動
を実施する為、各地域団体とのネット
ワークづくりに努め、地域福祉・在宅
福祉活動の推進を行うべく、綿密な連
携を実施している。
民生児童委員協議会とは、円滑な連携
が出来ており、毎月の定例役員会に社
協役職員が出席し、地域の状況につい
て情報交換を行っている。
各支部においても、各地域で開催され
ている民生委員会に社協職員が出席
し、日頃から連携を深め協力体制が
整っている。
自治会においては、各支部・地区（校
区）社協の活動とも深い関係があり、
常に連携をとりながら地域福祉の推進
のため活動を行っている。また、連合
自治会、地区自治会の代表者は、社協
設立当初より理事・評議員として社協
運営に参画していただいており協力体
制は確立されている。各支部の運営委
員会にも地区自治会の代表者が委員と
して参画し協力していただいている。
教育機関とも常に連携して、各学校に
おける福祉学習、体験授業等に職員を
派遣することにより、児童、生徒の健
全育成に努めている。また、福祉セン
ターの施設見学や施設・福祉機器を利
用しての体験学習等も行い、福祉の啓
発にも努めており、福祉の拠点として
の役割を果たすことができた。

- 6 -



指定管理者の
経営状態

総　合　コ　メ　ン　ト　

　すべての福祉センターで、仕様書で定められた基準を概ね満たしている。省エネに対する意識も高く、植栽管理
や清掃業務の一部で職員が対応するなど、コスト削減に関する意識は高い。
 また、研修、災害等への対応訓練及びミーティングなどを定期的に実施しており、職員の資質向上に努めている。
今後も職員の資質向上に努め、利用者からの要望や意見に柔軟に対応し、利用者が気持ちよく安全に利用できるよ
う施設及び設備の管理を行っていただきたい。
　自主事業については、ボランティアの育成や活動支援、福祉教育推進事業及び職場体験の受け入れ等法人として
の特長を活かした様々な事業を実施しており、地域団体とも積極的に連携したイベントを実施するなど、地域住民
の福祉に対する理解を深めると共に福祉に対する意識の醸成を図っている。
　当該年度において新たな自主事業を開始した支部もあり、今後、各支部ごとの地域の特性を活かした新たな事業
の拡大に期待が持てる。
　引き続き、地域福祉の拠点として、法人の特性を活かした運営及び事業を実施していただきたい。

　指定管理者として問題なく経営が行われてい
る。
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